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【はじめに】

　A病院ではベンシーツ カウントを実施してい

たが、使用数が多い開頭術ではカウント不一致

となり捜索が困難な場面があった。さらに、再

開頭の患者からベンシーツ が発見された事か

ら手術室看護師と脳神経外科医師で再発防止策

を話し合い、体内異物遺残防止に取り組んだた

め結果を報告する。

【方法】

　手術室看護師と脳神経外科医師でベンシー

ツ カウント方法を見直し、シミュレーション

を行った。

【結果】

　ベンシーツ は不透過線の有無とサイズを執

刀医に確認し術野に最小限の枚数出す。

　カウント方法は術野のベンシーツ を器械出

し看護師が術野外の外回り看護師に受け渡し、

サイズ毎にカウントする。また、カウントのタ

イミングは顕微鏡操作開始前、操作中一時間

毎、硬膜縫合前、皮下縫合前、手術終了後と

し、医師はカウント一致まで硬膜縫合をしない

事とした。

　そして、不透過線入りベンシーツ でカウン

ト不一致の場合は閉頭前にX線撮影で確認する

事とした。

【考察】

　カウント方法を見直した結果、カウントの確

実性が高まり、不透過線入りのベンシーツ を

使用する事により体内異物遺残防止につながる

と考える。
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